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農

業

委

員

会

で
は

、

町

内

の
農

業

者

の
代

表

と

し

て
、
地

域

の
農

業

の
進

む

べ
き

方

向

と

そ

の
実

現

の
た

め

の
施

策

の
あ

り

方

に
関

し

ま

し

て
、
農

業

委

員

会

等

に

関

す

る

法

律

第

６
条

第

３
項

に
基

づ
き

、
宮

代

町

の
農

業

の
発

展

及

び

農

の
あ

る

ま

ち

づ
く

り

の
推

進

を

図

る

た

め

、

平

成

23

年

10

月

12

日

に
町

に
対

し

て
建

議

（
要

望

）
を

行

い
ま

し

た

。建

議

事

項

と

町

か

ら

の
回

答

に
関

し

て
は

、

次

ペ
ー

ジ
の
と

お

り

で

す

。

農

業

委

員

会

建

議

の

実

施

建議書提出の様子
（左から庄司町長、折原会長、冨田会長職務代理）



１

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

①
ほ
場
の
整
備
等
生
産
性
の
向
上
、
効

率
化
を
図
る
た
め
の
取
組
み

大
区
画
化
等
の
面
的
整
備
、
農
道
や

用
排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
引
き
続
き

実
施
に
向
け
た
検
討
を
要
望
。

【
回
答
】

町
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
畦
畔
除

去
へ
の
支
援
を
行
う
「
宮
代
町
小
規
模

農
地
基
盤
整
備
補
助
金
制
度
」
を
創
設

し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
様
に
は
、
本
制

度
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
今
後
は
、
集
落
営
農
な
ど
新
し

い
農
業
経
営
体
へ
の
集
積
等
も
視
野
に

入
れ
た
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
木
柵
渠
の
廃
止
・
修
繕
の
計
画
的
な

実
施
等
を
要
望
。

【
回
答
】

東
粂
原
地
区
の
堂
沼
落
し
の
水
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
化
に
よ
る
改
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
建
議
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、

当
初
計
画
よ
り
も
1
年
前
倒
し
、
平
成

24
年
度
に
堂
沼
落
し
の
木
柵
渠
水
路
の

全
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。

２

農
業
技
術
の
継
承
、
地
力
の
回
復

に
つ
い
て

①
農
業
技
術
の
継
承

地
域
農
業
者
の
技
術
を
継
承
さ
せ
る

仕
組
み
の
構
築
を
要
望
。

【
回
答
】

町
で
は
、
農
業
担
い
手
塾
を
開
設
し
、

新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
内
の
農
家
の
経
験
や

技
術
等
を
新
規
就
農
者
へ
継
承
し
て
い

く
仕
組
み
と
し
て
、
「
新
規
就
農
里
親

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
家
の
後
継
者
も
対
象
と
し

た
新
規
就
農
者
入
門
講
座
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
こ
う
し
た

取
組
を
実
施
し
て
き
ま
す
。

②
地
力
回
復
の
た
め
の
支
援

地
力
を
養
う
た
め
に
必
要
な
投
資
に

対
す
る
支
援
な
ど
を
要
望
。

【
回
答
】

平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
、

（
仮
称
）
明
日
の
農
業
担
い
手
支
援
対

策
事
業
補
助
金
制
度
の
創
設
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。
制
度
の
詳
細
は
今
後
検
討

し
ま
す
が
、
農
業
経
営
の
収
益
力
上
に

向
け
て
行
う
必
要
な
投
資
に
対
し
て
支

援
で
き
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３

民
間
事
業
者
が
行
う
農
地
改
良
時

の
大
区
画
化
へ
の
指
導
に
つ
い
て

町
に
お
い
て
も
農
地
改
良
時
の
大
区

画

化
へ
の
指
導
等
を
行
う
な
ど
の
方

策
の
要
望
。

【
回
答
】

和
戸
・
国
納
地
区
で
は
、
企
業
参
入

と
合
わ
せ
た
農
地
改
良
の
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
計
画

段
階
か
ら
事
業
者
と
協
議
調
整
を
図
り
、

農
家
が
作
業
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４

耕
作
放
棄
地
対
策
の
強
化
に
つ
い

て
耕
作
放
棄
地
化
の
解
消
に
向
け
、
新

た
な
組
織
づ
く
り
な
ど
対
策
の
強
化
を

要
望
。

【
回
答
】

今
年
度
、
耕
作
放
棄
地
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
新
た
に
宮
代
町
地
域
農
業

再
生
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
、
協
議
会
と
と
も
に
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て
、
新
規

就
農
者
の
育
成
や
民
間
企
業
の
農
業
参

入
の
促
進
な
ど
新
た
な
担
い
手
の
確
保

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

宮代町農業委員会だより Ｈ２４.３発行 №３ ２

建 議 内 容 と そ の 回 答 （ 要 約 ）



農

業

委

員

会

で

は

、

農

地

法

第

30

条

に

基

づ

く

利

用

状

況

調

査

を

実

施

し

ま

し

た

。

こ

の

調

査

は

、

平

成

23

年

9

月

か

ら

12

月

に

か

け

て

町

内

の

農

地

約

一

万

四

千

筆

、

約

７

２

０

ヘ

ク

タ

ー

ル

の

農

地

一

筆

ご

と

に

ど

の

よ

う

な

利

用

状

況

に

あ

る

の

か

を

実

施

し

た

も

の

で

す

。調

査

の

結

果

、

下

の

表

の

と

お

り

、

約

40

ヘ

ク

タ

ー

ル

、

５

％

の

農

地

が

遊

休

化

し

て

い

る

状

況

と

な

っ

て

お

り

ま

し

た

。

今

後

、

本

調

査

の

結

果

に

基

づ

き

、

農

業

委

員

会

で

は

、

遊

休

化

さ

れ

て

い

る

農

地

の

所

有

者

及

び

耕

作

者

の

方

々

に

農

業

上

の

利

用

の

増

進

を

図

る

た

め

の

指

導

を

行

う

こ

と

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

ま

た

、

遊

休

化

さ

れ

て

い

る

農

地

と

は

別

に

農

地

以

外

で

の

利

用

さ

れ

て

い

る

（

違

反

農

地

）

に

つ

い

て

も

約

34

ヘ

ク

タ

ー

ル

ご

ざ

い

ま

し

た

。

こ

の

違

反

農

地

に

関

し

て

も

、

今

後

農

業

委

員

会

と

埼

玉

県

と

で

指

導

を

行

っ

て

い

く

予

定

で

お

り

ま

す

。

平

成

24

年

度

も

本

調

査

を

実

施

い

た

し

ま

す

の

で

、

調

査

員

が

農

地

や

農

道

等

へ

立

ち

入

っ

て

確

認

す

る

場

合

が

ご

ざ

い

ま

す

が

何

卒

ご

理

解

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

利 用 状 況 調 査 の 結 果 報 告

区 分 農 地 遊休農地 違反農地 計

農 用 地 区 域 ① 591.57 35.38 20.31 647.26

農用地区域外 ② 30.02 1.90 1.21 33.13

農 振 区 域 ①＋②＝③ 621.59 37.28 21.52 680.39

市 街 化 区 域 ④ 23.69 2.22 12.64 38.55

計 ③＋④ 645.28 39.50 34.16 718.94

※単位：ヘクタール

３ 宮代町農業委員会だより Ｈ２４.３発行 №３



農
業
委
員
会
の
専
門
部
会
で
あ
る

遊
休
農
地
解
消
対
策
研
究
会
で
は
、

遊
休
農
地
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
を
研
究
・

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

平
成
23

年
度
は
、
和
戸
本
郷
地
区

と
西
原
地
区
の
約
77

㌃
の
農
地
に
農

業
委
員
と
サ
ポ
ー
タ
ー
５
名
で
草
刈

り
等
を
行
い
、
そ
ば
の
作
付
け
を
い

た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
天
候
不
順
に
よ
り
、
種

ま
き
と
収
穫
時
期
が
若
干
遅
く
な
り
、

昨
年
と
比
較
す
る
と
収
量
が
グ
ン
と

減
り
ま
し
た
が
５
０
０
㎏
の
そ
ば
を

収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
、
解

消
し
た
約
77

㌃
の
農
地
に

つ
い
て
は
、

担
い
手
農
家

へ
利
用
集
積

を
行
う
予
定

で
す
。

遊 休 農 地 の 解 消 に 向 け て ！

福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

で
春
日
部
に
避
難
さ
れ
て
い
る

渡
辺
芳
美
さ
ん
（
写
真
）
が
宮

代
町
字
金
原
地
内
で
農
業
経
営

を
再
開
し
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
の
ご
自
宅
は
、
福

島
第
一
原
発
か
ら
2
キ
ロ
圏
内

に
あ
り
、
今
で
も
高
い
放
射
線

量
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

大
熊
町
で
は
、
積
極
的
に
農

業
経
営
を
展
開
。
水
稲
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
。

昨
年
、
当
町
の
新
し
い
村
を

た
ま
た
ま
訪
れ
宮
代
町
で
も
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
る

の
を
知
り
、
農
業
委
員
会
に
相

談
。
農
業
委
員
会
と
し
て
も
被

災
者
支
援
の
た
め
、
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
権
者
3
名
の
方

の
協
力
が
得
ら
れ
、
現
在
字
金

原
地
区
で
約
30
ア
ー
ル
の
農
地

を
確
保
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
定

植
に
向
け
、
毎
日
の
よ
う
に
畑

に
通
っ
て
作
業
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
今
で
は
地
域
の
人
に

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。

渡
辺
さ
ん
は
、
「
農
業
委
員

会
と
地
権
者
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
が

再
開
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。原

発
事
故
と
い
う
私
達
に
は

想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い

災
害
を
乗
り
越
え
当
町
で
農
業

経
営
を
再
開
し
た
渡
辺
さ
ん
。

農
業
委
員
会
も
含
め
て
地
域
全

体
で
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

字金原 被災者の受入

宮代町農業委員会だより Ｈ２４.３発行 №３ ４

そばの刈り取りの様子

苗木の生育状況を確認する渡辺さん



平成22年1月から12月までに公告された賃借料における賃借料水準
(10㌃当たり)は、以下のとおりです。

農 地 の 賃 借 料 情 報

地目及び地域 平均額 最高額 最低額 データ数

田
基盤整備地域 10,600円 15,000円 10,000円 100

未 整 備 地 域 － － － －

畑
基盤整備地域 － － － －

未 整 備 地 域 8,200円 15,000円 5,000円 34

町

で

は

、

平

成

23

年

度

か

ら

農

作

業

の

効

率

化

を

図

る

た

め

コ

ン

ク

リ

ー

ト

畦

畔

を

除

去

し

て

水

田

の

大

区

画

化

に

取

り

組

む

な

ど

、

自

ら

農

地

の

基

盤

整

備

に

取

り

組

む

生

産

者

の

支

援

制

度

を

創

設

し

ま

し

た

。詳

し

く

は

、

町

産

業

観

光

課

農

業

振

興

担

当

ま

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

電

話

三

四

-

一

一

一

一

（

内

線

２

６

２

）

農 地 の 区 画 を 広 げ ま せ ん か
（小規模基盤整備事業補助金）

５ 宮代町農業委員会だより Ｈ２４.３発行 №３

事業の種類 対象経費等 補助率等

畦畔除去事業

■対象経費等
水田の区画面積の拡大を目的としたコンクリート畦畔の除

去 （純工事費、原材料費及び重機等借上料）
■受益面積
畦畔除去後の水田区画面積２０アール以上

(1)請負の場合
■補助率 １／２以内
■限度額 80,000円/10アール
(2)直営の場合
■除去費 300円/1メートル
■整地費 5円/1㎡

暗渠排水
整備事業

■対象経費等
暗渠排水施設の新設又は改良
（純工事費、原材料費及び重機等借上料）

■受益面積
１０アール以上

■補助率 １／２以内
（申請者が直接実施する場合は、原

材料費の２／３以内）
■限度額 120,000円／１０アール

畦畔撤去の作業の様子



宮
代
町
農
業
担
い
手
塾
で

は
、
自
ら
の
意
思
で
農
業
を

「職
業
」と
し
て
選
択
し
、
本

気
で
就
農
を
目
指
す
方
を
塾

生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
４
名
の
塾
生
が
将

来
の
自
立
を
目
指
し
、
栽
培

技
術
や
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
習
得
に
向
け
実
践
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農業担い手塾 塾生奮闘中！

町
で
は
、
町
内
で
新
た
に
農
業
を

志
す
新
規
就
農
者
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
「
宮
代
町
新
規
就
農
里
親

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

本
制
度
は
、
農
業
経
営
を
行
っ
て

い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
農
業
技

術･

生
産
基
盤･

農
業
資
本･

生
活
基

盤
の
4
つ
要
素
を
町
内
の
農
家
の

方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
宮
代
町
の

新
規
就
農
者
を
支
援
育
成
す
る
も
の

で
す
。

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

農
業
技
術
や
保
有
し
て
い
る
農
業
機

械
や
施
設
等
を
宮
代
の
明
日
の
農
業

を
担
っ
て
い
く
新
規
就
農
者
の
育
成

の
た
め
に
ご
提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
？詳

し
く
は
、
町
産
業
観
光
課
農
業

振
興
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
三
四-

一
一
一
一
（
内
線
２
６

２
）

里親農家を募集しています！

タイプ 里親農家の種類 支援内容

Aタイプ 農業技術支援農家 農業技術（作物の栽培管理技術等）の指導など

Bタイプ 生産基盤支援農家 農地、農業用機械、電気・灌水設備等の貸し出し

Cタイプ 総合支援農家 AタイプとBタイプを合わせた支援

宮代町農業委員会だより Ｈ２４.３発行 №３ ６

機械はあるけれ
ど、もう自分で
作業ができない。
機械を貸すから、
誰か畑の管理を
してくれないか
な。

農業機械操作講習中

ビニールハウス建て方講習
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農
地
法

ま
め
知
識

～

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

～

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
で
は
３
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
1
つ
目
は
農
地
法
第
3
条
に
基
づ
く
貸
借
、
2
つ
目
が

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
貸
借
、
そ
し
て
３
つ
め

残
存
小
作
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
等
に
関
し

て
は
、
下
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
３
つ
の
方
法
以
外
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

相
対
（
ヤ
ミ
小
作
）
に
よ
る
貸
借
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知
事
へ
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
も
の
で
、
法
律
上
で
は
そ
の
貸
借
は
無
効
と
い

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
土
地
を
お
持

ち
の
際
は
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。法

定
の
３
つ
の
貸
借
を
解
消
（
解
約
）
し
た
い
場
合
に
は
、

農
地
法
第
18
条
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
で
県
知
事
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
宮
代
町
で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

る
解
約
の
方
法
は
、
貸
主
（
土
地
の
所
有
者
）
と
借
主
（
耕
作

者
）
の
お
互
い
の
合
意
に
基
づ
く
解
約
（
合
意
解
約
）
で
、
こ

の
方
法
で
は
県
知
事
の
許
可
は
必
要
な
く
、
町
農
業
委
員
会
へ

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
で
手
続
き
は
終
わ
り
で
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
及
び
そ
の
解
約
に
関
し
て
も
窓
口
と
し
て

は
、
農
業
委
員
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
際
に
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区分 内容

農地法第３条
に基づく貸借

○更新の手続きが不要。（自動更新）

○農地であれば、市街化区域･市街化調整区域を問わず貸借で
きます。

△許可申請の手続きが必要で、一定の要件を満たしていないと
許可されません。（要件は農業委員会だより第２号４ページをご
覧ください。）

農業経営基盤
強化促進法
に基づく貸借

○貸し手は、貸した農地について期限がくれば、確実に返還され
ます。

○借り手は、貸借期間中は安心して耕作ができます。また、期限
がきても利用権の再設定により継続して貸し借りすることができ
ます。

○小作権がつかず、返還の際に離作料を支払う必要がありませ
ん。
△市街化調整区域内の農地しか貸借ができません。
△申請が四半期に１回（３月・６月・９月・１２月）

残存小作
●農地改革前からの小作地で、農地改革の際に地主の保有小
作地として認められたもので、現在は、期限の定めのない貸借と
なっています。
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農
業
委
員
会
の
業
務
に
つ
い
て

（
概
略
）

第
一
は
、
農
業
委
員
会
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
必
須
の
業
務
で
、

農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
の
許

認
可
や
農
地
転
用
申
請
書
の
受
理

や
意
見
書
の
添
付
、
遊
休
農
地
解

消
な
ど
の
業
務
を
中
心
と
し
た
農

地
行
政
の
執
行
で
す
。

第
二
は
、
農
業
委
員
会
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
農
業
振
興
業
務
で
、

農
地
の
確
保
・
有
効
活
用
と
担
い

手
の
確
保
・
育
成
な
ど
地
域
農
業

の
振
興
を
図
る
業
務
で
す
。
ま
た
、

農
業
者
に
対
し
て
の
調
査
研
究
や

情
報
提
供
等
も
大
切
な
業
務
で
す
。

第
三
は
、
農
業
委
員
会
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
農
業
者
の
公
的
代

表
機
関
と
し
て
、
意
見
の
公
表
、

行
政
庁
に
対
す
る
建
議
及
び
諮
問

に
対
す
る
答
申
の
業
務
で
す
。

こ
の
よ
う
な
農
業
委
員
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
地
域
の
農
業
者
の

皆
様
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
も
大

切
な
業
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
農
業
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

11
月
17
日
（
木
）
に
長
野

県
東
御
市
農
業
農
村
セ
ン

タ
ー
と
長
野
県
庁
へ
新
規
就

農
者
育
成
を
テ
ー
マ
に
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。

長
野
県
東
御
市
で
は
、
農

業
の
担
い
手
の
育
成
と
遊
休

農
地
対
策
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
し
た
。
特
に
市
で
設

置
し
た
就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
は
、
新
規
就
農
者

が
農
業
の
理
論
と
実
践
研
修

を
行
な
う
場
と
共
に
居
住
で

き
る
施
設
で
あ
り
、
今
ま
で

就
農
し
た
人
は
16
人
で
年
間

の
受
け
入
れ
は
１
～
２
人
と

の
説
明
で
し
た
。
受
け
入
れ

の
選
考
に
つ
い
て
も
、
や
る

気
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
研

修
期
間
中
の
生
活
資
金
を

持
っ
て
い
る
方
な
ど
、
基
準

は
か
な
り
厳
し
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
地
域
の
農
業
を
守

る
た
め
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
新
規
就
農
者
を
育
成
・
支

援
し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
。

長
野
県
で
は
、
熟
練
農
業
者

の
方
を
「
里
親
」
と
し
て
登

録
し
、
新
規
就
農
者
の
育
成

を
図
る
「
長
野
県
新
規
就
農

里
親
制
度
」
を
創
設
し
、
就

農
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
の
就
農
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
新
規
就
農
者
の

就
農
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
り
、

里
親
を
紹
介
す
る
等
、
き
め

細
や
か
な
支
援
体
制
が
整
っ

て
い
ま
し
た
。

宮
代
町
農
業
委
員
会
で
も
、

昨
年
、
町
に
対
し
て
新
規
就

農
者
に
対
す
る
総
合
的
な
支

援
体
制
の
確
立
及
び
実
施
に

つ
い
て
要
望
さ
せ
て
い
た
だ

き
早
期
に
実
現
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
担
い
手
育

成
の
支
援
体
制
の
充
実
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

≪ 東 御 市 ≫ ≪長野県庁≫

農
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施


